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町
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
、
各
事
業

の
成
果
を
評
価
・
検
証
し
、
次
年
度
へ
の

改
善
に
つ
な
げ
る
政
策
評
価
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
年
度
の
半
期
を
終
え
た
９
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
事
中
評
価
を
行
い
、
次

年
度
予
算
編
成
に
改
善
策
を
反
映
す
る
仕

組
で
す
（
右
図
）。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
町
民
が
参
加
す

る
政
策
評
価
委
員
会
（
外
部
評
価
）
を
設

置
し
、
町
民
視
点
か
ら
の
評
価
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
委
員
会
は
、
町
民

委
員
５
人
（
右
表
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
、

北
星
学
園
大
学
の
鈴
木
克
典
教
授
（
経
営

情
報
学
科
）
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
評

価
基
準
の
設
定
か
ら
、
事
業
選
定
、
事
前

平成 25 年度栗山町政策評価委員会報告
● REPORT

町の仕事を

町民視点で評価
町の仕事を

町民視点で評価
選定６事業の外部評価結果を町長に報告

　町が実施する各種事業を町民視点で評価し、改善につなげることを目的と
する政策評価委員会（大沼英明委員長）が昨年 12 月 19 日、栗山町第５次
総合計画から選定した６事業の評価をまとめ、椿原紀昭町長に報告しました。
　町では、現在、平成 26年度の予算編成作業を行っており、委員会の評価
結果を踏まえた改善の取り組みなどについて検討しています。

学
習
を
経
て
、
担
当
課
に
対
す
る
事
業
ヒ

ア
リ
ン
グ
（
説
明
・
質
疑
）
を
実
施
。
①

事
業
の
必
要
性
②
公
平
性
③
実
施
方
法
の

妥
当
性
（
実
施
内
容
、
事
業
コ
ス
ト
）
④

協
働
性
（
情
報
共
有
と
町
民
参
加
）
⑤
事

業
成
果
の
５
つ
の
視
点
に
よ
り
、
総
合
的

に
評
価
し
ま
し
た
。

　
行
政
評
価
制
度
の

　
客
観
性
を
高
め
る

●政策評価制度の流れ

③町民による外部評価　
（政策評価委員会）

※ 8 月より事業選定、事前学習などを実施
　10 回の委員会を開催して評価

④町長による評価（最終）

次年度に向けた改善
（次年度予算への反映）

9 月

10月

11月

12月

報告書を椿原町長に手わたす大沼委員長
ほか５人の委員の皆さん　（12月 19日）

委員長 大沼　　英明 松風２

副委員長 小林　　弘和 桜丘２
委　員 古瀬　　鈴子 朝日４
委　員 尾崎　　政春 桜丘１
委　員 廣瀬　　勝憲 中央２

●政策評価委員（※敬称略）

※北星学園大学・鈴木克典教授（経営情報学科）　
　をアドバイザーとし、助言を受けながら活動

評価対象事業 総合評価コメント（改善のポイントなど） 判　定

　①ふるさと体験教育事業
　　※自然体験プログラム開発、町内児童
　　　生徒の体験活動、町外からの集客活動
　　　などを NPO 法人雨煙別学校に委託
　　　　（H25 予算額　1,249 万円）

●「町内児童生徒の教育活動」と、「町外への PR・集客拡大」の
　それぞれの目標設定、官民の役割分担を明確化し、委託内容と
　事業費の精査が必要（町民への内容周知も）
●町内（町民）向け、町外向けのプログラム料金の差別化が必要
　（単価を含めた体験プログラムの再編・改定が必要）
●活動を補完する有償ボランティアの仕組みを検討すべき。

何らかの改善
を伴う継続

　②栗山町児童センター運営
　　※放課後児童クラブ運営など、18 歳
　　　未満の子ども（主に小学生）を対象
　　　に、遊びや集団活動の機会を提供
　　　　（H25 予算額　340 万円）

●現状の施設運営で大きな問題はなく、十分評価できるが、日曜
　日・祝日の利用者ニーズの把握が必要
●子育て世代以外への周知に積極的に取り組み、施設運営に対す
　る高齢者の参画を推進すべき（日常的な遊びのサポート、知恵
　や経験の伝承など異世代交流の場に）。
●課題の民間委託については、各学校との連携を前提として、町
　内外問わず可能性の検討を進めるべき。

現状どおり
継続

　③在宅福祉生活支援事業
　　※介護保険では適用されない、除排雪
　　　サービス、寝具洗濯サービス、訪問
　　　介護などの独自サービスを提供
　　　　（H25 予算額　672 万円）

●除排雪サービスを除くと、実態としてサービス利用が少ない。
　高齢者（対象者）ニーズの的確な把握、評価検証を適切に行い、
　事業メニューの再検討を行うべき。
●除排雪サービスは、ボランティア活用や高齢者事業団　（シル
　バー人材活用）など、町民の支え合いの仕組みを検討すべき。
●事業の周知方法の工夫が必要

何らかの改善
を伴う継続

　④少年ジェット派遣事業
　　※町内に在住の中高生（８名程度）を
　　　約 10 日間、海外に派遣し、ホーム
　　　ステイ、現地学生との交流など、
　　　研修プログラムを実施
　　　　（H25 予算額　363 万円）

●海外文化や本物の価値にふれ、参加者の視野を広げることに意
　義があり、より多くの生徒が参加できる仕組みとすべき。
●事業の目的を再検証し、町民や民間人などを含めた実行委員会
　体制の中で、参加費設定、研修内容・期間など根本から事業の
　再検討をすべき。
●栗山町や日本の歴史文化学習など、事前・事後研修のプログラ
　ムは今後も充実が必要
●派遣団員による各学校での報告会も検討すべき。

何らかの改善
を伴う継続

　⑤商店街振興対策事業
　　※にぎわいのある魅力的な商店街づく
　　　りの支援のため、「まちの駅・栗夢
　　　プラザ」事業の補助、各種イベント
　　　助成、冬期除排雪支援を実施
　　　　（H25 予算額　571 万円）

●イベント等の開催も重要だが、日常的な集客につながる取り組
　みを支援すべき。「まちの駅・栗夢プラザ」については、施設
　自体の収益性よりも、商店街全体への波及効果が重要。大型店
　にはできない独自サービスの展開などを支援すべき。
●除排雪支援の公益性について町民に周知すべき。
●農業団体などと連携した振興策を検討すべき。

何らかの改善
を伴う継続

　⑥栗の活用事業
　　※国内最北の栗の産地化を目指し、
　　　農業者との連携による生産体制の
　　　確立を進め、将来的な加工・流通
　　　・販売などを目指す取り組み
　　　　（H25 予算額　954 万円）

●６次産業化の全体構想は理解するが、生産性の調査研究段階、
　生産量拡大と商品開発段階など、取り組みのステップの明確
　化、事業計画の再構築が必要ではないか。
●現段階では、栗が経済性を有する作物として生産可能になるの
　か、調査研究に集中すべき。
●産業化に限らず、町民が親しみ、観光目的などで活用する栗の
　森または栗の公園づくりなどの取り組みも検討すべき。
●道内研究者・試験場などの協力・指導体制の充実が必要

何らかの改善
を伴う継続

●平成 25 年度　政策評価委員会・評価結果（６事業）

　

委
員
会
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
事
前
学

習
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
評
価
対
象
事
業

の
内
容
・
現
状
把
握
に
精
力
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
月
２
～
３
回
の
ペ
ー
ス
で
全

10
回
の
議
論
を
重
ね
、
町
民
に
よ
る
行
政

改
善
を
目
指
す
提
案
型
の
評
価
結
果
を
ま

と
め
ま
し
た
。

　

大
沼
委
員
長
は
「
委
員
会
と
し
て
公
平

な
視
点
か
ら
評
価
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

行
政
と
し
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
（
改
善
）

に
向
け
た
判
断
材
料
と
し
て
受
け
止
め
て

欲
し
い
」
と
感
想
を
述
べ
、
椿
原
町
長
は
、

「
選
定
さ
れ
た
事
業
は
、
ど
れ
も
町
と
し
て

課
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
率
直

に
評
価
い
た
だ
い
た
。
今
後
の
予
算
編
成

の
中
で
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
、
半
年
近
く
に
わ
た

る
委
員
会
の
活
動
に
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
町
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ

　
パ
イ
プ
役
に
…

①事業担当課による評価

②副町長による評価　　

◆問い合わせ
　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502



◆
町
債
の
目
的
は
？

町
が
借
金
で
資
金
を
調
達
で
き

る
の
は
、道
路
整
備
や
公
共
施
設
、

公
営
住
宅
の
建
設
な
ど
、
公
共
事

業
の
資
金
と
す
る
場
合
や
、
国
の

制
度
改
正
や
財
政
事
情
に
よ
っ

て
、
町
の
収
入
が
減
少
す
る
場
合

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
債
に
は
、「
毎
年
の
財
源
を

平
均
す
る
役
割
」
と
「
現
在
と
将

来
の
町
民
の
負
担
を
公
平
に
す
る

役
割
」
が
あ
り
ま
す
。

道
路
の
整
備
や
公
共
施
設
、
公

営
住
宅
の
建
設
な
ど
、
多
額
の
費

用
が
必
要
と
な
る
公
共
事
業
を
そ

の
年
の
収
入
だ
け
で
行
う
と
、
そ

の
ほ
か
の
事
業
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

ま
た
、
整
備
し
た
道
路
、
公
共

施
設
な
ど
は
、
将
来
の
町
民
も
利

用
す
る
た
め
、
負
担
の
公
平
性
を

図
る
観
点
か
ら
、
町
債
を
活
用
し

て
、
分
割
払
い
で
返
済
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
安
定
し
た
財
政

運
営
を
進
め
て
い
く
た
め
に
積
み

立
て
て
い
る
町
の
預
金
（
基
金
）

と
、
大
規
模
な
建
設
事
業
を
行
う

際
に
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
入

れ
て
い
る
借
金
（
町
債
）
の
状
況

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
、
１
２
８
２
万

円
の
積
立
に
対
し
、
５
５
６
７
万

円
を
取
り
崩
し
、
支
出
に
充
て
ま

し
た
。
主
な
積
立
原
資
は
、
寄
付

金
収
入
や
積
立
利
息
に
よ
る
も
の

で
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
年
度
末

の
残
高
は
、
11
億
１
０
４
０
万

円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
、

４
２
８
５
万
円
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

町
民
一
人
あ
た
り
の
預
金

額
は
、
８
万
５
千
円
（
前
年

８
万
７
千
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
基
金
の
種
類
は
？

基
金
は
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
目
的

か
ら
財
政
調
整
基
金
、減
債
基
金
、

特
定
目
的
基
金
の
区
分
に
分
類
さ

れ
、
決
算
に
伴
う
剰
余
金
の
一
部

や
町
へ
の
寄
付
金
、
積
立
利
息
な

ど
を
原
資
に
積
立
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
必
要
な
時

に
取
り
崩
し
て
使
用
し
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
は
、
予
期
し
な

い
収
入
の
減
少
や
支
出
の
増
加
の

際
に
取
り
崩
す
な
ど
、
収
支
不
足

が
生
じ
た
場
合
の
備
え
と
な
る
積

立
金
で
す
。

減
債
基
金
は
、
町
債
の
返
済
額

が
多
額
と
な
っ
た
際
に
取
り
崩
す

【問い合わせ】
　町経営企画課
　行政経営グループ
　☎� 7503

平
成
24
年
度
決
算
の
概
要
③
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ま
ち
の
預
金
と
借
金
の
状
況
は
？

な
ど
、
返
済
を
計
画
的
に
行
う

た
め
の
備
え
と
な
る
積
立
金
で

す
。
本
町
で
は
平
成
22
年
度
ま
で

に
、
ほ
ぼ
全
額
を
返
済
に
充
て
て

お
り
、
新
規
積
立
（
利
息
積
立
を

除
く
）
は
、
他
の
基
金
を
優
先
に

積
み
立
て
て
い
る
た
め
、
現
在
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

特
定
目
的
基
金
は
、
福
祉
の
充

実
や
産
業
、
教
育
の
振
興
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
た
事
業

を
実
施
す
る
際
の
備
え
と
な
る
積

立
金
で
す
。
本
町
で
は
地
域
福
祉

基
金
、
農
業
教
育
振
興
基
金
、
文

化
振
興
基
金
な
ど
全
部
で
８
つ
の

基
金
が
あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
、
元
金
と
し
て

19
億
９
３
２
４
万
円
を
返
済
し
、

新
た
に
10
億
８
６
５
６
万
円
を
借

り
入
れ
ま
し
た
。
新
規
借
入
の
主

な
内
容
は
、公
営
住
宅
整
備
事
業
・

栗
山
赤
十
字
病
院
医
療
機
器
購
入

事
業
・
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
購
入

事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
年
度
末
の
残
高
は
、

１
８
１
億
62
万
円
と
な
り
、
前
年

度
と
比
較
し
、
９
億
６
６
８
万
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
一
人
あ
た
り
の
借
金
残

高
は
、
１
３
９
万
円
（
前
年

１
４
４
万
８
千
円
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

基
金
の
状
況
は
？

町
債
の
状
況
は
？

区　　分
平成２３年度
末 残 高

平成２４年度

積立額 取り崩し額 年度末残高

① ② ③ ① + ②－③＝④

財 政 調 整 基 金 8 億 8,197 万円 809 万円 4,815 万円 8 億 4,191 万円

減 債 基 金 4 万円 － － 4 万円

特 定 目 的 基 金 2 億 7,124 万円 473 万円 752 万円 2 億 6,845 万円

合 計 11 億 5,325 万円 1,282 万円 5,567 万円 11 億 1,040 万円

【平成２４年末の基金残高】

30 億円

25 億円

20 億円

15 億円

10 億円

5億円

15年度 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度平成

6.5

26.8

21.6

19.2

16.0

8.5
10.6

11.5 11.1

0.3

基金残高の推移
その他特定目的基金
減債基金
財政調整基金

7.3 8.2 7.7
5.4 4.6

6.8 7.5
8.8 8.4

14.9

5.4

5.3

9.0
11.5

10.3

4.8

6.2

2.72.73.13.2

4.2

4.1 3.9

2.2 3.6

300 億円

250 億円

200 億円

150 億円

100 億円

50 億円

15 年度 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度平成

256.8 251.6 247.9
233.8

222.4
210.9 201.9 197.3 190.1 181.0

0.1

町債残高の推移
企業会計
特別会計
一般会計

167.9 163.8 162.1
150.6 140.2

128.9 120.6 117.3 112.2 107.3

73.677.980.081.382.0
82.283.2

85.887.888.9

区　　　分
平 成 ２ ３ 年 度
末 元 金 残 高

平成２４年度

元金返済額 借入額 年度末元金残高

① ② ③ ①－② + ③＝④

一 般 会 計 112 億 1,781 万円 12 億 7,113 万円 7 億 8,576 万円 107 億 3,244 万円

特 別 会 計 － －　　 1,000 万円 1,000 万円

企 業 会 計 77 億 8,949 万円 7 億 2,211 万円 2 億 9,080 万円 73 億 5,818 万円

合 計 190 億     730 万円 19 億 9,324 万円 10 億 8,656 万円 181 億       62 万円

【平成２４年度末の町債残高】



申
告

税税
の

申
告
は
お
早
め
に

２
月
17
日
㈪
～
３
月
17
日
㈪

7 広報くりやま   2014. 2 6

申告相談日 ◆ 毎年、たいへん混みあいます。
　 時間に余裕を持ってお越しください。

所得税の確定申告、町道民税の申告の時期が近づいてきました。次のとおり申告

相談日を設けますので、必要書類などを用意のうえ、期日までに正しく忘れず申告

しましょう。( 還付の確定申告については、２月１７日㈪以前でも受付いたします )

また、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に従っ

て金額などを入力するだけで、税額が自動計算され確定申告書を自宅で簡単に作成

することができます。作成した申告書は、税務署に郵送などにより提出することが

できますのでぜひご利用ください。

・
事
業
を
営
む
方
で
、
所
得
金
額

が
所
得
控
除
の
合
計
額
よ
り
も

多
い
方

・
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
所
得
合
計
が

20
万
円
を
超
え
る
方

・
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受

け
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ

た
給
与
の
収
入
額
と
給
与
所
得

や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
合
計

が
20
万
円
を
超
え
る
方

・
年
金
受
給
者
で
源
泉
徴
収
税

を
納
付
し
て
い
る
人
（
た
だ

し
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額

が
4
0
0
万
円
以
下
で
あ
り
、

か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
確

定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

◆
町
道
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

・
所
得
税
の
申
告
を
必
要
と
し
な

い
方
で
給
与
・
事
業
・
不
動
産

な
ど
の
収
入
が
あ
る
方
（
給
与

の
み
で
年
末
調
整
済
み
の
方
を

除
く
）

確
定
申
告
が
必
要
な
方

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
、
収
入
の
な
い
方
、
ま
た

は
少
な
い
方
で
も
国
民
健
康
保
険

税
の
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
措

置
は
、
申
告
が
な
け
れ
ば
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

◆
用
意
す
る
も
の

□
印
鑑
（
認
め
印
で
か
ま
い
ま
せ

ん
）

□
税
務
署
か
ら
申
告
書
を
送
付
さ

れ
た
方
は
必
ず
そ
の
申
告
書

□
収
入
の
分
か
る
書
類
（
給
与
・

年
金
の
あ
る
方
は
源
泉
徴
収

票
。
無
く
し
た
方
は
再
発
行
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
）

□
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
、
保

険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額

の
明
細
書
（
事
前
に
医
療
費
の

明
細
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ

い
。
用
紙
は
税
務
課
に
あ
り
ま

す
）

□
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方

は
社
会
保
険
任
意
継
続
、
国
民

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

年
金
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
な
ど
の
領
収
書

ま
た
は
証
明
書
（
国
民
年
金
保

険
料
は
控
除
証
明
書
の
添
付
が

必
要
で
す
）

□
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な

ど
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は

控
除
証
明
書

□
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
ら
れ
る
方
は
登
記
事
項
証
明

書
、
住
民
票
の
写
し
、
売
買
契

約
書
ま
た
は
請
負
契
約
書
、
住

宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
等
証
明
書

□
障
が
い
者
控
除
を
受
け
る
方
は

障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

障
が
い
者
控
除
対
象
者
認
定
書

な
ど
の
確
認
が
で
き
る
も
の
。

※
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
（
要

支
援
は
除
く
）
を
受
け
て
い
る

65
歳
以
上
の
方
は
、
障
が
い
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

場
合
で
も
、「
障
が
い
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」
の
交
付
に
よ

り
、
障
が
い
者
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
事
前
に
「
町
住
民

福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー

プ
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

□
税
金
が
還
付
に
な
る
方
は
本
人

名
義
の
銀
行
な
ど
の
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の

□
そ
の
他
の
控
除
な
ど
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
内
容
は
個
人
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
申
告
の
仕
方
や
書
類

な
ど
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
岩
見
沢
税
務
署

☎ 

０
１
２
６
（
22
）
０
８
１
０

■
町
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
５

申
告
期
間
中
、
相
談
窓
口
は
大

変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
時
間
に

余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。
特
に
３
月
４
日
～
５
日
は
出

張
申
告
の
た
め
役
場
税
務
課
窓
口

の
職
員
が
少
な
く
非
常
に
混
雑
し

ま
す
。
で
き
る
だ
け
別
の
日
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
譲

渡
所
得
の
あ
る
方
は
、
岩
見
沢
税

務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

税
に
関
す
る
相
談
・

お
問
い
合
わ
せ

期　　　日 時　　　間 会　　　場

２月２３日㈰
　８：３０～１２：００

役場 1 階税務課

　　⑧番窓口　　☎ � 7505３月　９日㈰

期　　　日 時　　　間 会　　　場
２月１７日㈪～

3 月 17 日㈪の平日
　８：３０～１２：００
１３：００～１７：１５

役場 1 階税務課
　　⑧番窓口　　☎ � 7505

３月　４日㈫ 　９：００～１２：００
１３：００～１６：００ 南部公民館　☎� 2111

３月　５日㈬ 　９：００～１２：００
１３：００～１６：００

角田農村環境改善センター
　　　　☎� 6040

●休日申告相談

●平日申告相談

確定申告　2月 17日から



本
年
度
、
一
般
社
団
法
人
栗

山
青
年
会
議
所
は
創
立
45
周
年

の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

創
立
45
周
年
実
行
委
員
長
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
中
井
浩
輝
で

す
。栗

山
青
年
会
議
所
は

１
９
６
９
年
に
創
立
以
来
、
明

る
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
て
今
日
ま
で
活
動
し

て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
、
こ
れ
ま
で
の
礎
を
築
い

て
こ
ら
れ
た
先
輩
諸
兄
を
は
じ

め
多
く
の
関
係
諸
団
体
、
そ
し

て
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・

ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。
あ
ら
た
め
て
先
輩
諸
兄
が

築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
や
伝
統

を
再
確
認
し
、
次
代
へ
と
継
承

し
て
い
く
と
と
も
に
、
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
・
核
家
族
化

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題

を
抱
え
将
来
へ
の
輝
き
を
見
出

し
に
く
い
今
こ
そ
、
未
来
に
向

け
て
こ
の
地
域
が
よ
り
豊
か
に

な
る
よ
う
、
我
々
責
任
世
代
が

英
知
と
勇
気
と
情
熱
を
持
っ
て

運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

45
周
年
事
業
を
通
し
て
、
偉

大
な
先
人
の
功
績
と
想
い
を
土

台
に
今
を
生
き
る
者
で
あ
る
事

を
誇
り
に
想
い
、
未
来
に
対
す

る
可
能
性
を
見
い
だ
し
率
先
し

て
行
動
す
る
こ
と
で
、
故
郷
に

対
す
る
帰
属
意
識
を
醸
成
し
、

主
体
的
な
人
々
が
増
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ま
ち
の
価
値
を
更

に
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。記

念
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
ま
し

て
、
８
月
23
日
㈯
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
一
同
気
持

ち
を
新
た
に
し
、
明
る
い
豊
か

な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
邁
進

し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
何
卒
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

�

こ
ん
に
ち
は
！

栗
山
青
年
会
議
所
は
今
年
で
創
立
45
周
年

 

特
殊
詐
欺
に
注
意
！

振
り
込
め
詐
欺
を
始
め
と
す
る
特
殊
詐
欺

は
、
被
害
者
の
弱
み
や
情
愛
な
ど
に
付
け
込

ん
で
被
害
者
を
だ
ま
し
、
現
金
を
振
り
込
ま

せ
る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。
不
審
な
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
り
、
身
に
覚
え
の
な
い
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
て
き
た
ら
、
家
族
や
警
察
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

※
道
内
の
平
成
25
年
の
発
生
件
数
（
平
成
25

年
11
月
末
現
在
）
は
１
２
４
件
、
被
害
額

は
約
２
億
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

○
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」
と
い
う
電
話

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
必
ず
変
更
前
の

電
話
番
号
に
電
話
を
か
け
て
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

○
在
宅
し
て
い
る
時
で
あ
っ
て
も
、
犯
人
か

ら
の
電
話
を
遮
断
す
る
た
め
に
「
留
守
番

電
話
」
に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

○
オ
レ
オ
レ
詐
欺
は
、
主
婦
や
高
齢
者
の
子

ど
も
や
孫
へ
の
親
愛
の
情
を
逆
手
に
取
る

犯
罪
で
す
。
家
族
間
で
相
互
に
連
絡
を
取

り
合
い
、「
家
族
の
絆
」
で
被
害
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

○
動
揺
し
た
り
慌
て
ず
に
、
電
話
を
切
っ
た

あ
と
、す
ぐ
に
事
実
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
電
話
を
受
け
た
と
き
、「
詐
欺
か
も
し
れ

な
い
」
と
疑
い
ま
し
ょ
う
。

○
す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ま
ず
、
家
族
や
親

せ
き
、ま
た
は
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
電
話
番
号
、
口
座
番
号
、
現
金
の
送
り
先

な
ど
を
聞
き
出
す
。

※
電
話
機
に
録
音
機
能
が
あ
れ
ば
、
犯
人
と

の
会
話
を
録
音
す
る
。

○
す
ぐ
に
栗
山
警
察
署

☎
�
０
１
１
０　

に
電
話
す
る

安
全
・
安
心
な
町
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境
【
問
い
合
わ
せ
】　
町
環
境
生
活
課
　

環
境
生
活
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
0

新
春
恒
例
の
栗
山
消
防
団
第
１
分
団
（
田

鎖
充
雄
分
団
長
）
に
よ
る
「
出
初
は
し
ご
の

り
」
が
１
月
6
日
、
駅
前
通
り
商
店
街
な
ど

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
一
年
の
無
火
災
を

祈
願
し
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
高
さ

約
7
メ
ー
ト
ル
の
は
し
ご
の
上
で
登と

て
い梯
員
が

掛
け
声
と
と
も
に
妙
技
を
次
々
と
披
露
し
ま

し
た
。

ま
た
、午
後
か
ら
行
わ
れ
た
出
初
式
で
は
、

第
1
分
団
か
ら
第
3
分
団
の
団
員
94
人
と
救

急
車
、
は
し
ご
車
な
ど
13
輌
の
消
防
車
が
、

駅
前
通
り
を
力
強
く
行
進
し
ま
し
た
。
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で
行
わ
れ
た
式

典
で
は
長
年
に
わ
た
り
地
域
防
災
に
貢
献
さ

れ
た
皆
さ
ん
へ
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。  

消
防
庁
長
官
表
彰

■
感
謝
状

元
栗
山
消
防
団
部
長　
　

小
野
寺　

均

元
栗
山
消
防
団
班
長　
　

村
岡　

博
明

北
海
道
知
事
表
彰　

■
永
年
勤
労
章
（
勤
続
30
年
）

第
１
分
団
副
分
団
長　
　

金
谷　

雅
人

第
３
分
団
部
長　
　
　
　

清
水　

嘉
則

■
勤
労
章
（
勤
続
20
年
）

第
１
分
団
班
長　
　
　
　

渋
谷　

俊
昭

第
２
分
団
団
員　
　
　
　

都
築　

輝
昭

■
表
彰
状
（
勤
続
10
年
）

第
１
分
団
団
員　
　
　
　

中
井　

浩
輝

第
２
分
団
団
員　
　
　
　

藤
島　

利
充

第
２
分
団
団
員　
　
　
　

中
川　

和
政

第
３
分
団
団
員　
　
　
　

岡
村　

伸
明

第
３
分
団
団
員　
　
　
　

河
野　

友
秋

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

■
特
別
功
績
章

栗
山
消
防
団
団
長　
　
　

関　

吉
一
郎

■
勤
続
章
（
勤
続
30
年
）

第
１
分
団
副
分
団
長　
　

金
谷　

雅
人

第
３
分
団
副
分
団
長　

国
岡　

正
好

第
３
分
団
班
長　
　
　

丸
山　
　

勝

■
勤
続
章
（
勤
続
10
年
）

第
１
分
団
団
員　
　
　

梅
津　

良
平

第
１
分
団
団
員　
　
　

沼
田　

政
則

第
１
分
団
団
員　
　
　

越
前
谷
孝
行

第
３
分
団
団
員　
　
　

岡
村　

伸
明

第
３
分
団
団
員　
　
　

河
野　

友
秋

北
海
道
消
防
協
会
空
知
地
方
支
部
長
表
彰

■
勤
続
章
（
勤
続
15
年
）

第
２
分
団
班
長　
　
　

瀬
尾　

正
樹

第
３
分
団
班
長　
　
　

谷
内　

智
隆

第
１
分
団
団
員　
　
　

仲
井　

浩
祐

第
３
分
団
団
員　
　
　

墨
谷　
　

巌

第
３
分
団
団
員　
　
　

片
山　
　

肇

■
勤
続
章
（
勤
続
5
年
）

第
１
分
団
団
員　
　
　

端　
　

師
孝

第
１
分
団
団
員　
　
　

北
川　

健
太

第
１
分
団
団
員　
　
　

対
馬　

啓
司

第
３
分
団
団
員　
　
　

小
倉　

大
樹

栗
山
消
防
団

出
初
式

★
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策

★
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合

★
警
察
へ
の
協
力
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生
ま
れ
た
て
の
赤
ち
ゃ
ん
の
目
の
大
き
さ

は
直
径
で
約
16
・
５
㍉
で
す
が
、
1
歳
半
く

ら
い
ま
で
に
急
激
に
大
き
く
な
り
、
直
径
20

㍉
（
1
円
玉
く
ら
い
の
大
き
さ
）
に
な
り
ま

す
。
そ
の
後
は
ゆ
っ
く
り
と
大
き
く
な
り
、

成
人
で
は
24
・
５
㍉
（
10
円
玉
く
ら
い
の
大

き
さ
）
に
な
る
と
い
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
問
題
で
す
。
目
の
球
が
大

き
い
の
と
小
さ
い
の
で
は
ど
ち
ら
が
近
視
や

遠
視
に
な
り
や
す
い
で
し
ょ
う
か
？

正
解
は
、
目
が
大
き
い
ほ
ど
近
視
に
、
小

さ
い
ほ
ど
遠
視
に
な
り
ま
す
。

眼
球
の
中
に
は
目
の
屈
折
に
関
す
る
部
位

が
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
、
一
概
に
は
言
え
な
い

で
す
が
、
眼
球
が
大
き
く
な
る
と
そ
の
分
、

水
晶
体
（
レ
ン
ズ
）
や
角
膜
が
薄
く
な
い
と

ピ
ン
ト
が
網
膜
に
あ
い
ま
せ
ん
。
眼
球
は
生

ま
れ
て
か
ら
体
の
成
長
に
し
た
が
い
大
き
く

な
り
ま
す
。
成
長
期
に
眼
球
が
普
通
よ
り
も

大
き
く
な
り
す
ぎ
る
と
近
視
が
進
む
と
考
え

て
く
だ
さ
い
。

★
ど
う
し
て
近
視
が
発
生
す
る
の
か
？

近
視
が
発
生
す
る
原
因
は
、
遺
伝
要
因
と

環
境
要
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
両
親
が
近

視
の
場
合
は
、
両
親
が
近
視
で
な
い
場
合
と

比
べ
る
と
8
倍
も
近
視
に
な
り
や
す
く
、
我

が
家
の
よ
う
に
片
方
の
親
が
近
視
の
場
合
は

2
倍
近
視
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
世
界
の
人
口
の
約
22
％
、　

約
14
・

４
億
人
が
近
視
を
持
っ
て
い
て
、
特
に
日
本

人
を
含
め
た
ア
ジ
ア
人
に
近
視
の
割
合
が
多

く
、
近
く
を
見
る
作
業
時
間
が
長
い
ほ
ど
近

視
が
進
行
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
作
業
時
間

が
長
い
ほ
ど
近
視
の
進
行
を
抑
制
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

遺
伝
的
に
ま
っ
た
く
同
じ
素
因
を
持
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
一
卵
性
双
生
児
の

調
査
で
は
、
２
人
に
近
視
の
差
が
あ
り
、
環

境
因
子
の
関
与
も
大
き
い
こ
と
が
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
遺
伝
的
な
素
因
を
持
っ
た
人
が
、

パ
ソ
コ
ン
作
業
や
読
書
、
携
帯
ゲ
ー
ム
な
ど

の
近
く
を
見
る
作

業
を
す
る
こ
と
で

近
視
を
増
加
さ
せ

て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
ど
れ

く
ら
い
増
加
し
て

い
る
か
と
い
い
ま

す
と
日
本
で
は
僕

が
ぎ
り
ぎ
り
小
学
生
の
こ
ろ
（
昭
和
54
年
）

小
学
生
で
視
力
1.0
未
満
の
子
ど
も
は
17
・

91
％
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
平
成
24
年
の
調

査
で
は
30
・
68
％
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
か
な
り
増
加
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
い

と
思
い
ま
す
が
皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す

か
？近

視
の
発
生
は
、
別
の
視
点
で
見
て
み
る

と
環
境
へ
の
人
間
の
適
応
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ア
フ
リ
カ
の
草
原
で
遠
く
に
い
る
獲
物

を
と
る
た
め
に
遠
く
を
み
た
り
、
遠
く
に
い

る
猛
獣
か
ら
逃
げ
る
た
め
に
視
力
は
と
て
も

重
要
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
文

明
が
発
達
し
、
文
字
を
書
く
な
ど
近
く
が
よ

く
見
え
た
ほ
う
が

便
利
な
世
の
中
に

な
り
ま
し
た
。
実

際
、
ア
フ
リ
カ
の

同
じ
国
の
人
で
、

草
原
に
住
ん
で
い

る
人
と
都
市
部
に

住
ん
で
い
る
人
で

は
近
視
の
割
合
が
都
市
部
の
人
の
ほ
う
が
多

い
の
で
す
。

★
近
視
は
目
の
病
気
の
発
生
リ
ス
ク
が
あ
る

老
視
が
出
て
き
て
、
近
く
が
見
え
な
く
な

る
よ
り
は
近
く
が
見
え
た
ほ
う
が
い
い
と
い

う
方
も
い
ま
す
。
確
か
に
軽
度
の
近
視
で
は

あ
ま
り
大
き
な
問
題
は
な
い
で
す
が
、
近
視

が
強
い
と
網
膜
剥
離
や
、
緑
内
障
、
黄
斑
変

性
症
な
ど
の
発
生
の
リ
ス
ク
と
な
り
ま
す
。

近
視
が
と
て
も
強
い
場
合
に
は
眼
底
の
神
経

の
色
調
が
悪
く
な
り
、
神
経
が
萎
縮
し
病
的

近
視
と
言
わ
れ
ま
す
。
近
視
で
眼
球
が
大
き

く
な
る
と
、
そ
の
内
側
に
あ
る
神
経
（
網

膜
）
が
薄
く
な
り
、
そ
こ
に
栄
養
が
い
か
な

く
な
っ
た
り
、
血
行
が
悪
く
な
る
と
網
膜
は

だ
ん
だ
ん
薄
く
な
り
、
真
っ
白
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
う
な
っ
た
ら
網
膜
は
も
と
に
戻

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

★
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
近
視
の
す
べ
て

さ
て
、
環
境
要
因
、
遺
伝
要
因
の
話
を
し

ま
し
た
が
、
で
は
、
な
ぜ
近
視
に
な
る
と
眼

球
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
？

実
は
そ
の
真
相
は
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い

な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
近
視
の
進
行
を
抑

え
る
根
本
的
な
治
療
方
法
は
ま
だ
な
い
の
が

現
状
で
す
。

で
す
が
、
動
物
実
験
な
ど
を
通
し
て
わ

か
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
な
る
べ
く

近
視
が
進
行
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
、
知
識

を
皆
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
2
歳
ま
で
の
睡
眠
時
の
照
明

の
明
る
さ
で
そ
の
後
の
近
視
に
影
響
す
る
と

い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
睡
眠
時
の
明
か
り

が
明
る
い
ほ
ど
近
視
の
割
合
が
多
く
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
我
が
家
で
は　

睡
眠
時
に

小
さ
な
豆
電
球
を
つ
け
て
寝
て
お
り
ま
す
。

真
っ
暗
だ
と　

怖
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
す

が
近
視
に
影
響
す
る
の
で
す
。

次
回
は
、
視
力
が
低
下
し
た
と
思
い
、
眼

科
を
受
診
せ
ず
、
安
易
に
メ
ガ
ネ
を
作
る
危

険
性
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

健
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
病
院
で
は
「
大
丈
夫
」
で
も
、健
診
で
「
数

値
が
高
め
」
と
指
摘
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
？

特
定
健
診
は
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
予

防
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
病
院
よ
り
も

基
準
値
が
厳
し
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

病
院
で
の
検
査
結
果
が
正
常
範
囲
内
で

も
、
加
齢
や
生
活
習
慣
の
変
化
に
よ
り
年
々

じ
わ
じ
わ
と
数
値
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
経
年
変
化
を
自
己
確
認
す
る
た

め
に
も
、
通
院
中
の
方
で
も
特
定
健
診
の
受

診
が
必
要
で
す
。

●
栗
山
町
の
特
定
健
診
の
受
診
状
況

平
成
24
年
度
の
受
診
率
は
23
・
7
％
（
全

道
平
均
24
％
）
で
し
た
。

今
年
度
の
受
診
率
（
12
月
末
時
点
）
は
、

前
年
度
の
同
時
期
と
比
べ
て
低
く
、
市
街
地

だ
け
で
は
な
く
農
村
部
の
低
下
も
目
立
ち
ま

す
。
3
月
31
日
ま
で
に
必
ず
受
診
す
る
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

次
の
通
り
献
血
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
期
　
日
　
2
月
26
日
㈬

■
場
　
所　

①
御
園
公
民
館　

午
前
10
時
～
11
時

②
栗
山
町
役
場　

午
後
１
時
～
４
時

■
対
　
象

　

16
歳
～
69
歳
の
健
康
な
方

※
65
歳
以
上
の
献
血
に
つ
い
て
は
、
60
歳
～

64
歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ
る
方

病
院
に
通
っ
て
い
て
も

特
定
健
診
は
必
要
で
す

病
院
に
通
っ
て
い
て
も

特
定
健
診
は
必
要
で
す

病
院
に
通
っ
て
い
て
も

特
定
健
診
は
必
要
で
す

特
定
健
診
を
受
け
な
い
理
由
の
一
つ
に
、

「
病
院
に
通
っ
て
い
る
の
で
健
診
は
受
け
な

い
」
と
い
う
ご
意
見
を
よ
く
伺
い
ま
す
。
な

ぜ
、
通
院
中
の
方
に
も
特
定
健
診
を
受
け
て

い
た
だ
き
た
い
の
か
、
そ
の
目
的
を
お
伝
え

し
ま
す
。

●
病
院
の
検
査
と
特
定
健
診
の
違
い
は
？

病
院
と
特
定
健
診
の
検
査
内
容
に
は
重
複

し
て
い
る
項
目
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

目
的
が
違
い
ま
す
。

○
病
院
で
の
検
査
目
的

　

病
気
の
診
断
や
治
療
効
果
の
確
認

○
特
定
健
診
の
目
的

　

治
療
中
以
外
の
病
気
の
予
防

治
療
中
の
病
気
の
管
理
は
主
治
医
に
委

ね
、
そ
の
他
の
病
気
の
予
防
・
か
ら
だ
全
体

の
健
康
管
理
の
た
め
に
、
年
に
１
回
の
特
定

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

【問い合わせ】　
　町地域医療・保健対策室
　☎ 73-2256

health columu

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

近
視
に
つ
い
て

健康のコラム
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地区名 対象者 受診者 平成 25 年度
受 診 率

平成 24 年度
受 診 率

増
減

松 風 417 46 11.0% 11.8% ↘
中 央 426 34 8.0% 7.4% ↗

錦 72 11 15.3% 17.1% ↘
桜 丘 136 13 9.6% 11.6% ↘
朝 日 274 36 13.1% 14.5% ↘
富 士 134 19 14.2% 16.2% ↘
中 里 178 25 14.0% 12.3% ↗
湯 地 114 14 12.3% 13.6% ↘

森 1 0 0.0% 33.3% ↘
鳩 山 33 5 15.2% 13.5% ↗
雨煙別 33 6 18.2% 16.1% ↗
緑 丘 28 3 10.7% 7.1% ↗
北学田 58 22 37.9% 34.5% ↗
桜 山 42 7 16.7% 27.5% ↘
杵 臼 80 23 28.8% 31.0% ↘
旭 台 56 21 37.5% 39.7% ↘
共 和 37 12 32.4% 44.7% ↘
三日月 29 4 13.8% 13.8% →
角 田 157 18 11.5% 11.6% ↘
阿野呂 42 21 50.0% 48.8% ↗
大井分 49 6 12.2% 54.0% ↘
南学田 86 21 24.4% 37.3% ↘
継 立 161 28 17.4% 18.0% ↘
日 出 36 5 13.9% 20.0% ↘
御 園 66 23 34.8% 36.8% ↘
南角田 36 11 30.6% 51.4% ↘
円 山 38 6 15.8% 10.3% ↗
東 山 8 2 25.0% 22.2% ↗
滝 下 11 4 36.4% 45.5% ↘
合 計 2,838 446 15.7% 17.8% ↘

表 2　平成 25 年度　地区別特定健診受診状況
（平成 25 年 12 月末現在）

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度
受診率 順位 受診率 順位 受診率 順位

栗山町 21.7% 132 位 20.3% 141 位 23.7% 137 位
長沼町 61.3% 7 位 56.0% 11 位 58.3% 11 位
南幌町 34.0% 63 位 36.2% 56 位 33.4% 76 位
由仁町 52.7% 16 位 52.2% 16 位 51.0% 24 位
北海道 22.6% ー 23.5% ー 24.0% ー

表 1　南空知 4 町の特定健診受診状況
※北海道国保連集計資料より。順位は全道 179 市町村の順位

献
血
に
ご
協
力
を
！

接種忘れはありませんか？

日曜日に予防接種が受けられます！
【日時】3 月 2 日㈰　9：00 ～ 12：00
【場所】にしみこどもクリニック
【申込期限】2 月 28 日㈮ 13：00 まで
【申込先・問い合わせ】

町地域医療・保健対策室　☎ 73-2256

～３月１日から 3 月７日は子ども予防接種週間です～

栗山さいとう眼科　院長 齋藤　秀文　


